
松阪市民・地域の皆様へのご案内 

（すこし固いお話ですが、松阪市民病院からのご案内です） 

 

松阪地域には回復期病院が不足しており、数年後、松阪市民病院は医療だけ

でなく介護や福祉などと一層関係を深める回復期病院（「地域包括ケア病床」を

中心とした病院）に機能転換することを予定しております。 

 

この松阪地域も、今日の人口減少や超高齢社会が抱える問題は極めて大きく、

それに伴い、人口減による患者数の減少、また高齢化の進展で疾病構造の変化

（病気の質や量の変化）などが生じています。 

----------------------------------------------------------------------- 

このため松阪地域の医療の在り方を考え、松阪市民病院がどういった役割を

担うべきかを長い期間、検討・検証してまいりましたが、令和 5年 9 月 29日、

医療・介護の専門分野などの皆様からその検証内容が、松阪市長に答申されま

した。 

----------------------------------------------------------------------- 

その答申内容を、３点に要約すると、 

（1）松阪市民病院は、地域包括ケア病床を中心とした病院に機能転換し、「地域

医療のかけ橋」となるべき。 

（2）松阪地域の救急医療などの高度急性期・急性期機能を担う医療従事者は不

足しており、機能維持のためには、それら（高度急性期・急性期機能）を集約化

すべき。 →救急医療などは、松阪中央病院と済生会松阪病院の２病院に集約 

（3）その際、医療従事者の松阪地域外への流出を抑えるため、松阪市民病院は、

松阪中央病院または済生会松阪病院のいずれかによる指定管理者制度を活

用することが望ましい。 

                      ・・・・とされています。（裏面もご覧ください） 

 

 

 

 

 

地域包括ケア病床って、必要なの？どういう病床なの？ 

超高齢社会で、身体機能が低下した高齢者が増加しているため、①急性期治療ほどで

はなくても栄養状態が悪いなどで入院治療が必要な方、②急性期治療（手術等）が終わ

っても体力がまだ十分回復していない方、③老々介護で同居家族の止むを得ない事情

で一時的入院が必要な方、などのニーズが増えています。地域包括ケア病床はこのよう

な事情に柔軟に対応できる病床と言われています。 



松阪市民病院が 「地域包括ケア病床」を中心とした病院 に機能転換

すると・・・                  こちらは裏面です。（表面もご覧ください） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市民病院の答申を 

詳しく知りたい方は 

                                    こちらから → 

 

ＣＯＰＤ （慢性閉塞性肺疾患） という病気をご存じですか?? 

 

 

 

それは「年のせいだから・・・」と思っていませんか？ 

タバコを吸われる方は、特にＣＯＰＤになりやすいとされています。 

心配な方は、症状が悪くなる前に医療機関へご相談ください。 

松阪市民病院 事務部 経営管理課 

市民病院は、救急患者を診察してくれないの？ 

機能転換後は、基本的に救急患者を診察しません。 

この地域の患者数を考えて、救急等の対応は 

松阪中央病院と済生会松阪病院の２病院に集約します。 

最近 「せき・たん」がよく出るし、 

体を動かすと「息切れ」する・・・心配だなぁ・・・ 

市民病院に通院している人は、どうなるの？ 

市民病院か、市民病院の指定管理者となる市内の 

大きい病院（松阪中央病院または済生会松阪病院）の

どちらかに通院していただくことになります。 

松阪から、医師や看護師などが減らないの？ 

「地域包括ケア病床」（＝回復期治療）に関わりたい医療

従事者もいれば、そうでない医療従事者もいるので、市

内病院全体で減らないようにうまく調整を図ります。 

救急など身体状態が急変した方を診察したい、また今

の市民病院のと働きやすいよう 
★医療従事者の働きやすい環境整備は重要で、

上記の他にも令和６年度からは「働き方改革」で

医師の時間外労働時間の制限が設けられ、制限

を超える勤務は命じられなくなりました。 


